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岡
田
晴
恵
氏
は
、ま
ず
、
弱
毒

型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
由
来
の
新

型
Ｈ
１
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
の
概
要
や

流
行
状
況
（
２
０
１
０
年
11
月

時
点
）を
示
し
、「
主
に
０
歳
か
ら

20
代
に
感
染
者
が
多
く
、10
歳
以

下
で
重
症
化
の
割
合
が
高
い
。
ま

た
、高
齢
者
で
は
発
症
は
少
な
い

も
の
の
、発
症
者
で
は
死
亡
率
が

高
い
」と
分
析
し
た
。

　
ま
た
、諸
外
国
に
比
べ
て
わ
が

国
で
健
康
被
害
が
少
な
い
推
定
理

由
と
し
て
、①
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
良
好
②
多

く
の
患
者
に
対
す
る
早
期
の
タ
ミ

フ
ル
投
与
の
効
果
③
公
衆
衛
生
上

の
介
入
（
学
校
閉
鎖
な
ど
）の
効

果
④
清
潔
な
生
活
様
式
―
な
ど
を

あ
げ
た
。

　
そ
の
上
で
「
新
型
Ｈ
１
Ｎ
１
で

は
、ウ
イ
ル
ス
が
弱
毒
型
だ
っ
た

こ
と
や
、多
く
の
成
人
が
過
去
の

Ｈ
１
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
と
の
交
差
免

疫
を
持
っ
て
い
た
た
め
、流
行
規

模
や
健
康
被
害
が
小
さ
く
抑
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
北
米
か
ら
発
生
し

た
た
め
、ア
メ
リ
カ
疾
病
対
策
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）に
よ
る
ウ
イ

ル
ス
の
検
査
や
解
析
が
速
や
か
に

行
わ
れ
、世
界
各
国
へ
の
情
報
発

信
と
初
動
対
応
が
迅
速
に
行
わ
れ

た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
国
で
新
型

Ｈ
５
Ｎ
１
を
想
定
し
た
対
策
が
進

め
ら
れ
て
い
た
た
め
、こ
れ
が
機

能
し
た
」と
し
、「
こ
れ
ら
の
『
幸

運
』
な
し
で
は
、
健
康
被
害
や
社

会
機
能
へ
の
影
響
は
、よ
り
深
刻

だ
っ
た
だ
ろ
う
」と
述
べ
た
。

　
一
方
、わ
が
国
の
新
型
対
策
に

関
し
て
は
、「
過
剰
対
応
の
み
が

強
調
さ
れ
、新
型
で
も
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
の
健
康
被
害
で

済
む
な
ど
と
い
う
誤
っ
た
安
心
感

が
広
が
り
、対
策
の
本
質
で
あ
る

強
毒
型
Ｈ
５
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
へ
の

新
型
対
策
が
見
失
わ
れ
て
い
る
状

況
だ
。
新
型
の
大
流
行
に
よ
る
健

康
被
害
と
社
会
的
影
響
の
軽
視
、

新
型
対
策
の
後
退
な
ど
を
今
後
ど

う
再
開
さ
せ
る
か
が
重
大
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
」と
指
摘
し
た
。

　
ま
た
岡
田
氏
は
、国
内
外
の
最

新
の
研
究
デ
ー
タ
や
、病
原
性
別

の
健
康
被
害
の
比
較
（
図
１
）な

ど
を
示
し
な
が
ら
、甚
大
な
被
害

が
想
定
さ
れ
る
新
型
Ｈ
５
Ｎ
１
発

生
の
可
能
性
と
対
策
の
重
要
性
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
た
。

　「
強
毒
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ

５
Ｎ
１
は
、新
型
Ｈ
１
Ｎ
１
ウ
イ

ル
ス
流
行
中
も
淘
汰
さ
れ
る
こ
と

な
く
独
立
し
て
流
行
し
、09
年
以

降
も
人
へ
の
感
染
報
告
が
増
え
続

け
て
い
る
。
現
時
点
で
は
Ｈ
５
Ｎ

１
は
ト
リ
型
ウ
イ
ル
ス
だ
が
、ヒ

ト
型
ウ
イ
ル
ス
に
近
づ
く
変
異
も

次
々
と
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
新

型
Ｈ
１
Ｎ
１
と
の
同
時
感
染
に
よ

り
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
の
交
雑
が
起

こ
れ
ば
、強
毒
型
の
新
型
が
出
現

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
中
国
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
は
、豚
で
の

Ｈ
５
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
感
染
も
報
告

さ
れ
て
い
る
。

　
Ｈ
５
Ｎ
１
か
ら
新
型
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、強
い
病
原
性
が
保

た
れ
る
可
能
性
が
高
く
、そ
の
致

死
率
は
５
～
15
％

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

政
府
資
料
）と
推

定
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
の
新
型
と
は

桁
違
い
の
健
康
被

害
や
経
済
破
綻
、

社
会
的
損
失
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、

Ｈ
５
Ｎ
１
に
対
し

万
全
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
肝
要

だ
」。

　
さ
ら
に
岡
田
氏

は
、「
わ
が
国
の

新
型
対
策
の
行
動

計
画
は
、
強
毒
型

の
新
型
Ｈ
５
Ｎ
１
を
想

定
し
て
い
る
と
さ
れ
る

が
、そ
の
実
態
は
ス
ペ

イ
ン
か
ぜ
並
み
の
被
害

想
定
（
致
死
率
２
％
）

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

よ
り
病
原
性
の
低
い
新

型
Ｈ
１
Ｎ
１
に
対
し
て

は
柔
軟
な
対
応
が
と
れ

ず
、
混
乱
を
招
い
た
結

果
と
な
っ
た
。
一
方
、

強
毒
型
の
新
型
に
対
し

て
は
、
到
底
対
応
で
き

な
い
内
容
だ
。
こ
の
た

め
病
原
性
別
の
新
型
対

策
計
画
を
用
意
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
」
と
指
摘
し
、そ
の
概
要
を

示
し
た
。

　
そ
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
な
ど
で

は
、新
型
は
病
原
性
別
に
分
類
さ

れ
（
図
２
）、
想
定
さ
れ
る
被
害

に
応
じ
た
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
る
。
わ
が
国
で
も
、
Ｈ
１
Ｎ

１
の
流
行
を
教
訓
と
し
て
、来
る

べ
き
強
毒
型
に
備
え
る
べ
く
、病

原
性
別
に
新
型
対
策
を
練
り
直

し
、国
、自
治
体
、企
業
、学
校
、個

人
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」と
強
調
し
た
。

　
岡
田
氏
は
、「
強
毒
型
の
新
型

対
策
の
鍵
は
、プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
あ
る
」と

し
、「
国
民
の
７
割
程
度
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
い
、基
礎
免
疫
を

つ
け
る
こ
と
で
、国
内
で
の
大
流

行
を
回
避
で
き
る
可
能
性
が
高

い
。ま
た
、事
前
接
種
に
よ
り
、た

と
え
感
染
し
た
場
合
で
も
接
種
者

で
は
軽
症
化
が
期
待
で
き
る
。
つ

ま
り
、致
死
率
の
高
い
強
毒
型
を

弱
毒
型
程
度
の
被
害
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
プ

レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
安

全
性
や
有
効
性
を
国
民
に
広
く
開

示
し
な
が
ら
、希
望
者
に
接
種
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
」
と
述
べ
、
国
の
新
型

対
策
の
強
化
に
期
待
を
寄
せ
た
。

【
４
面
に
関
連
記
事
】

　
２
０
０
９
年
春
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
新
型
）
Ｈ

１
Ｎ
１
が
発
生
。
わ
が
国
で

の
流
行
は
比
較
的
軽
微
な
状

態
に
留
ま
っ
て
い
る
（
11
年

１
月
中
旬
時
点
）。
一
方
、強

毒
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
由

来
の
Ｈ
５
Ｎ
１
か
ら
の
新
型
発
生
の
リ
ス
ク
は
依
然
と
し
て
続

い
て
い
る
。台
湾
や
ス
イ
ス
な
ど
で
は
、新
型
Ｈ
５
Ｎ
１
に
よ
る

未
曾
有
の
災
害
に
備
え
、重
症
化
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
プ
レ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
事
前
接
種
を
09
年
夏
以
降
に
開
始

し
た
。わ
が
国
で
も
、ワ
ク
チ
ン
体
制
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る

対
策
が
急
が
れ
る
。こ
う
し
た
中
、東
京

都
学
校
保
健
会
と
本
会
が
主
催
す

る
第
２
３
１
回
学
校
保
健
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、去
る
11
月
26
日
、21

世
紀
政
策
研
究
所
シ
ニ
ア
・
ア
ソ

シ
エ
イ
ト
の
岡
田
晴
恵
氏
（
写
真
）

を
講
師
に
招
き
、「
学
校
に
お
け
る
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」
と
題
す
る
講
演
を
開
催
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
に
は
、養
護
教
諭
や
学
校
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が
参
加

し
、熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

Ｈ
１
Ｎ
１
流
行
の
教
訓
踏
ま
え

　
来
る
べ
き
強
毒
型
へ
の
準
備
を

〈1面〉●　今、求められる新型インフルエンザ対策
　　　　　第231回学校保健セミナー

〈2・3面（見開き）〉
　　　●連載  歯の喪失は予防できる
　　　　　人生の最後までおせんべいをバリバリと　第7回
　　　●新連載  PKUの生涯治療 食事療法の重要性　第1回
　　　●連載  健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　　元気でいきいきシリーズ  第8回：医師／保健師／
             　管理栄養士／健康運動指導士のコラム　

〈4面〉●　犯罪からの子どもの安全シンポジウム
　　　　　子どもたちを虐待からまもる
　　　●第1回保健指導・健診部会が開催
　　　●新刊紹介／『毒性別新型インフルエンザ対策
　　　　　完全マニュアル』

今月の主な紙面

図2 アメリカのパンデミック準備計画における
致死率の推定（2007）

＊パンデミックでは、感染者、重症感者、死亡者の数が増加し、さらに強毒型では重症患者、
　死亡者の割合が増える。
＊病原性によって重症者、死亡者の出る割合は大きく異なる。
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Category 1＜0.1% ＜90,000人

Category 20.1%－＜0.5% 90,000－＜450,000人

Category 30.5－＜1.0% 450,000－＜900,000人

1.0－＜2.0% 900,000－＜1,800,000人

＞2.0% ＞1,800,000人

Assumes 30% Illness Rate and Unmitigated Pandemic Without Ineterventions

強毒型ウイルス
（Ｈ５Ｎ１など）に
よるパンデミック

スペインかぜ
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（1957）
香港かぜ
（1968）
H1N1型
（2009）

致死率
米国における
死亡者数

図1 インフルエンザの病原性別の健康被害の比較

＊パンデミックでは、感染者、重症患者、死亡者の数が増加し、さらに強毒型では重症患者、
　死亡者の割合が増える。
＊病原性によって重症患者、死亡者の出る割合は大きく異なる。
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日
本
の
歯
周
病
の
罹
患
率
は
、

成
人
の
80
％
と
高
率
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
日
本
で
は
長
い
間
、
患
者

が
歯
科
医
院
に
ム
シ
歯
治
療
で
足

繁
く
通
い
な
が
ら
も
、そ
の
間
に

歯
周
病
の
早
期
発
見
は
見
過
ご
さ

れ
て
、中
高
年
を
過
ぎ
た
頃
に
手

遅
れ
に
な
っ
て
か
ら
慌
て
て
大
き

な
処
置
を
す
る
と
い
う
奇
妙
な
現

象
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、歯
周
病
は
早
期
発
見

し
、そ
の
根
本
原
因
で
あ
る
細
菌

を
他
の
因
子
に
よ
る
リ
ス
ク
に
合

わ
せ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
管
理
）

す
れ
ば
、確
実
に
予
防
が
で
き
る

病
気
で
す
。

　
細
菌
は
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
と
い

う
形
態
で
歯
面
に
強
固
に
付
着
し

て
い
る
た
め
に
、抗
生
物
質
で
は

対
処
で
き
ま
せ
ん
。
物
理
的
に
、

定
期
的
に
除
去
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、歯
面
の
細
菌
を
完
全
に

除
去
す
る
と
い
う
不
可
能
な
こ
と

を
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
生

物
学
的
に
許
容
さ
れ
る
範
囲
で
取

り
除
け
ば
、30
年
以
上
歯
周
病
が

発
症
、進
行
し
な
い
と
い
う
臨
床

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

☆
☆
☆

　
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
秘
訣
は
、適
切
な
セ
ル

フ
ケ
ア
と
プ
ロ

ケ
ア
を
両
輪
で

行
う
こ
と
で

す
。

　
ま
ず
、
歯
科

医
院
で
は
歯
周

病
患
者
に
対
し

て
十
分
な
診
査

を
行
い
ま
す
。

　
各
歯
面
の
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
の

深
さ
、ポ
ケ
ッ

ト
を
測
定
し
た

時
の
歯
肉
か

ら
の
出
血
の

有
無
、バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
が
ど

こ
に
つ
い
て
い

る
か
を
染
め
出

す
、
歯
石
の
有

無
、歯
の
動
揺
度
な
ど
を
診
査
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ｘ
線
で
骨
の
ラ
イ
ン

と
密
度
を
診
査
し
ま
す
。
口
腔
内

写
真
や
石
膏
模

型
も
と
っ
て
、

初
診
時
の
記
録

を
残
し
ま
す
。

　
次
に
、
初
期

治
療
と
言
っ

て
、
原
因
除
去

を
徹
底
的
に
行

い
ま
す
。
原
因

と
な
る
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
や
歯

石
を
取
り
除
き

（
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
・
ル
ー
ト
プ

レ
ー
ニ
ン
グ
）、

そ
れ
ら
が
つ
き

や
す
く
な
っ
て

い
る
不
良
補ほ

綴て
い

物ぶ
つ

を
修
正
し
ま

す
。
そ
の
際
、
残
す
望
み
の
な
い

歯
は
周
囲
の
歯
を
守
る
た
め
に
抜

歯
し
ま
す
。

　
初
期
治
療
の
間
に
、患
者
一
人

ひ
と
り
の
口
腔

内
の
状
況
に
合

わ
せ
た
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
を

行
い
、セ
ル
フ

ケ
ア
で
歯
面
の

バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
の
付
着
が

20
％
以
下
に
な

る
よ
う
に
し
ま

す
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア

の
コ
ツ
は
、
歯

ブ
ラ
シ
の
毛
先

が
歯
と
歯
茎
の

間
に
45
度
の
角

度
で
入
る
よ
う

に
し
て
、そ
の

部
分
を
小
刻
み

に
磨
く
こ
と
で

す
。
歯
間
部
の
歯
肉
に
は
フ
ロ
ス

や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
原
因
を
除
去
す
る

と
、
炎
症
が
鎮
ま
り
、
歯
茎
の
腫

れ
が
引
い
て
ポ

ケ
ッ
ト
が
浅
く

な
り
ま
す
。
そ

の
際
、
歯
槽
骨

ま
で
溶
か
さ
れ

て
い
た
場
合

は
、
骨
の
ラ
イ

ン
が
戻
ら
な
い

た
め
に
歯
が
延

び
た
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
腫

れ
た
歯
茎
を
残

し
て
お
く
よ

り
、こ
ち
ら
の

方
が
健
全
で

す
。

　
初
期
治
療
が

終
了
す
る
と
、

再
評
価
を
行
っ

て
、
深
い
ポ
ケ

ッ
ト
が
残
っ
て

い
る
場
合
は
歯
周
外
科
治
療
が
必

要
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

　
最
終
的
に
歯
周
組
織
の
炎
症
が

消
失
し
、ポ
ケ
ッ
ト
の
深
さ
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
範
囲
に
収

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

後
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
移
り
ま
す
。

☆
☆
☆

　
歯
周
病
の
リ
ス
ク
も
、ム
シ
歯

の
リ
ス
ク
と
同
様
に
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。
リ
ス
ク
の
高
い
人
は
３

カ
月
に
１
回
、低
い
人
は
24
カ
月

に
１
回
、歯
科
衛
生
士
に
よ
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
メ
カ
ニ
カ

ル
・
ト
ゥ
ー
ス
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）を
行
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
を
し
た
瞬
間
か
ら
、

口
腔
内
に
浮
遊
す
る
無
数
の
細
菌

は
、す
ぐ
に
新
し
い
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
を
作
り
始
め
ま
す
の
で
、

ち
ょ
う
ど
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

の
よ
う
に

定
期
的
に
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
に
よ
っ
て
バ

イ
オ
フ
ィ
ル
ム
の
破
壊
と
除
去
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
初
期
治
療
で
ポ
ケ
ッ
ト
の
深
い

所
を
き
ち
ん
と
掃
除
し
て
、バ
イ

オ
フ
ィ
ル
ム
が
つ
き
や
す
い
要
因

を
取
り
除
け
ば
、毎
日
の
セ
ル
フ

ケ
ア
に
よ
っ
て
、次
回
の
Ｐ
Ｍ
Ｔ

Ｃ
も
楽
に
な
り
ま
す
。

☆
☆
☆

　
歯
周
病
も
ム
シ
歯
と
同
じ
く

多
因
子
性
疾
患
で
あ
り
、バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
感
染
症
と
い
う
特
徴
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、予
防
法
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
共
通
点
が
多
く
あ
り
ま

す
。
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
弱
点
に
な
っ
て
い
る
リ

ス
ク
を
軽
減
さ
せ
な
が
ら
、歯
科

衛
生
士
に
よ
る
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

の
破
壊
と
除
去
を
定
期
的
に
行
う

こ
と
で
、歯
を
失
う
２
大
要
因
を

同
時
に
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
つ
づ
く
）

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
が
国
で
も
、
77
年
か
ら
全

出
生
児
を
対
象
に
、
食
事
療
法

が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｋ
Ｕ

と
そ
の
他
の
ア
ミ
ノ
酸
代
謝
異

常
症
３
種
類
、
糖
質
代
謝
異
常

症
１
種
類
に
対
し
て
、
公
費
に

よ
る
先
天
性
代
謝
異
常
症
等
の

新
生
児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
80
年
に
は
、こ
れ
ら
の
病
気

に
対
す
る
治
療
乳
の
開
発
を
目

的
と
し
て
、
厚
生
省
と
小
児
科

専
門
医
、
乳
業
会
社
が
関
わ
る

「
特
殊
ミ
ル
ク
安
全
開
発
事
業
」

が
組
織
さ
れ
、
特
殊
ミ
ル
ク
事

務
局
が
中
心
と
な
っ
て
、ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
で
発
見
さ
れ
た
Ｉ

Ｅ
Ｍ
の
追
跡
調
査
を
行
い
、わ

が
国
に
お
け
る
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
発
見

率
は
６
万
分
の
１
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
（
表
）。

　
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
病
因
と
治
療

　
食
物
か
ら
摂
取
さ
れ
た
た
ん

ぱ
く
質
は
、
腸
管
で
消
化
さ
れ

Ｋ
Ｕ
の
症
状
が
ま
だ
出
現
し
て

い
な
い
新
生
児
期
に
発
見
し
て

治
療
を
行
え
ば
、
症
状
が
予
防

で
き
る
こ
と
か
ら
、欧
米
で
は
、

60
年
代
か
ら
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
新
生
児

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
る

Ｅ
Ｍ
で
す
。
食

事
療
法
に
よ
っ

て
血
液
中
で
高

く
な
っ
て
い
る

Ｐ
ｈ
ｅ
濃
度
を

低
下
さ
せ
る

と
、
症
状
が
改

善
す
る
こ
と
が

53
年
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
Ｐ

　
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
歴
史

　
Ｐ
Ｋ
Ｕ
は
34
年
に
報
告
さ
れ

た
先
天
性
代
謝
異
常
症
（
Ｉ

Ｅ
Ｍ
）の
一
つ
で
、
血
液
中
の

フ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン（
Ｐ
ｈ
ｅ
）

と
い
う
ア
ミ
ノ
酸
が
著
し
く
高

く
な
り
、
放
置
す
る
と
発
達
障

害
や
け
い
れ
ん
な
ど
の
神
経
症

状
が
出
現
す
る
疾
患
で
す
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｍ
と
は
、
１
種
類
の
遺

伝
子
の
変
化
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
生
ま
れ
つ
き
の
疾
患

で
、こ
れ
ま
で
に
数
百
種
類
以

上
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
で
も
治
療
法
の
な
い
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。そ
の
中
で
、

Ｐ
Ｋ
Ｕ
は
食
事
療
法
の
有
効
性

が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
Ｉ

　
は
じ
め
に

　
駿
河
台
日
本
大
学
病
院
小
児

科
と
本
会
は
、Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
診
断
、

治
療
に
１
９
７
０
年
代
か
ら
関

わ
り
、77
年
に
厚
生
省
（
当
時
）

が
「
先
天
性
代
謝
異
常
症
等
の

新
生
児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」
事
業
を
始
め
て
か
ら
今
日

ま
で
に
、
50
例
を
超
え
る
Ｐ
Ｋ

Ｕ
児
た
ち
の
検
査
と
治
療
を
行

い
、共
に
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ
に
は
生
涯
治

療
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
が

世
界
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、こ
れ
ま
で
の

私
た
ち
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
生
涯
治
療
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。
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★
温
泉
で
肩
こ
り
改
善
？

　
最
近
、パ
ソ
コ
ン
を
使
う
仕
事

が
増
え
、肩
こ
り
が
慢
性
化
し
て

い
ま
し
た
。
作
業
中
に
な
る
べ
く

か
ら
だ
を
動
か
し
た
り
し
て
み
ま

し
た
が
、す
っ
き
り
改
善
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、温
泉
に
行
く
機
会

　
新
薬
、
医
療
機
器
の
認
可
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
の
医
学
会

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
多
く
が
米
国

か
ら
発
信
さ
れ
、

そ
れ
ら
が
わ
が
国

を
は
じ
め
世
界
各

国
の
マ
ス
コ
ミ
で

い
ち
早
く
取
り
上

げ
ら
れ
る
傾
向
が

あ
り
、わ
が
国
の
医
学
界
の
動
向

を
知
る
上
で
も
参
考
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、さ
ま
ざ
ま
な
電
子
媒

体
を
介
す
る
情
報
源
の
う
ち
、米

国
専
門
医
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
中
心
に
、米
国
で
最
も
話
題
を

呼
ん
だ
５
大
ニ
ュ
ー
ス
を
予
防
医

学
的
観
点
か
ら
選
ん
で
み
た
。

（
１
）
血
清
Ｐ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
前
立

腺
が
ん
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
有

効
性
に
対
す
る

評
価
の
低
下
。

し
か
し
、
一
方

で
Ｈ
Ｏ
Ｘ
Ｄ
３

遺
伝
子
の
メ
チ
ル
化
が
悪
性
度
の

低
い
前
立
腺
が
ん
を
鑑
別
す
る
の

に
有
効
で
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

に
も
注
目
。

（
２
）
糖
尿
病
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
と
し
て
の
有
効
性
を
強

調
。
し
か
し
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
測

定
法
の
標
準
化
と
基
準
値
が
課

題
と
し
て
浮
上
。

（
３
）50
歳
未
満
の
女
性
の
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
推
奨
し
な
い
。
し
か

し
併
行
し
て
超
音
波
検
査
の
有

効
性
の
評
価
が
進
行
中
。

（
４
）肺
が
ん
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
お
い
て
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
よ

り
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る

発
見
率
の
向
上
を
評
価
。

（
５
）
現
存
の
あ
ら
ゆ
る
抗
生
物

質
に
耐
性
を
も
た
ら
す
Ｎ
Ｄ
Ｍ
ー

１ (New
 Dehli m

etallo-
beta-lactamase 1

）
遺
伝
子

が
世
界
的
に
拡
大
。

　
こ
の
他
、
食
品
・
サ
プ
リ
メ
ン

ト
類
に
関
す
る
話
題
と
し
て
は
、

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る
と
心

臓
発
作
の
リ
ス
ク
が
減
る
」「
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
を
飲
ま
ず
に
カ
ル
シ
ウ

ム
を
取
り
過
ぎ
る
と
心
臓
発
作
の

リ
ス
ク
を
増

す
」
な
ど
も

話
題
と
な
っ

た
。

　
多
数
の
専

門
医
の
間
で

合
意
さ
れ
た

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
特
に
正

し
い
大
規
模

調
査
研
究
の

成
果
は
極
め

て
重
要
な
情

報
源
で
は
あ

る
が
、
近
年

情
報
化
が
進
み
、

情
報
が
は
ん
ら
ん

す
る
中
で
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
情
報
の

内
容
を
十
分
に
吟

味
し
た
上
で
評
価

す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　
今
年
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
関
連
し
て
、
腹

囲
の
問
題
、
脂
質
異
常
症
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
測
定
法
の

問
題
及
び
そ
の
測
定
結
果
の
取

り
扱
い
な
ど
、
複
数
の
専
門
学

会
で
の
見
解
の
相
違
を
ど
の
よ

う
に
調
整
す
る
か
が
注
目
さ
れ

よ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
政
界
と
経
済
界
の

行
方
も
！

（
自
治
医
科
大
学
名
誉
教
授
）

が
あ
り
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
、湯
船
に
肩

ま
で
か
ら
だ
を
沈
め

て
み
る
と
、ジ
ー
ン
と

温
ま
り
、血
流
が
よ
く

な
っ
た
よ
う
で
、肩
こ

り
が
楽
に
な
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、日
常
生
活

に
戻
る
と
、

肩
こ
り
も
元

通
り
。
肩
を

触
る
と
冷
た

く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の

時
、温
泉
で
全
身
が
温

ま
っ
た
感
覚
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

★
自
宅
で
再
現
、温
泉
効
果

　
そ
こ
で
、そ
の
夜
は
肩
ま
で
浸

か
れ
る
よ
う
、お
風
呂
に
お
湯
を

た
っ
ぷ
り
入
れ
ま
し
た
。
肩
の
上

ま
で
お
湯
に
浸
か
る
と
、か
ら
だ

が
す
ぐ
に
温
ま
り
、冷
た
か
っ
た

肩
に
血
液
が
行
き
渡
る
感
じ
が
し

ま
し
た
。
思
え
ば
、
最
近
は
湯
船

に
浸
か
る
際
も
、み
ぞ
お
ち
ま
で

の
半
身
浴
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

★
お
湯
の
深
さ
と
温
度
が
鍵

　
浴
槽
入
浴
の
肩
こ
り
へ
の
効
果

は
大
き
く
３
つ
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
浮
力
の
効
果
で

す
。
湯
船
の
中
で
は
、
浮
力
に

よ
っ
て
体

重
を
支
え

る
筋
負
担

が
軽
減
し

て
、
全
身

の
筋
肉
が

弛
緩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、か
ら
だ
に
か
か
る

水
圧
（
静
水
圧
）で
す
。
こ
の
静

水
圧
は
、下
半
身
や
末
梢
の
血
液

を
心
臓
に
押
し
戻
し
た
り
、肺
を

圧
迫
し
て
呼
吸
を
早
め
、血
液
循

環
を
高
め
ま
す
。
半
身
浴
に
比

べ
、肩
上
ま
で
浸
か
る
全
身
浴
の

方
が
静
水
圧
は
高
く
な
り
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、か
ら
だ
を
外
か
ら

温
め
る
お
湯
そ
の
も
の
の
効
果
で

す
。
42
℃
以
上
の
熱
い
お
湯
を
好

む
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、38
～

40
℃
の
お
湯
に
20
分
ほ
ど
浸
か
る

の
が
最
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
高

い
と
さ
れ
ま
す
。

★
安
全
な
入
浴
の
た
め
に

　
入
浴
の
際
は
、何
点
か
注
意
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、お
湯
の
温
度
は
熱
く
な

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
熱
い
お
湯
は
血
圧
を
上
げ
、

発
汗
を
増
や
し
、
血
液
を
濃
縮

し
ま
す
。
こ
れ
は
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
い
状
態

と
も
言
え
ま

す
。

　
ま
た
、
静
水

圧
は
高
過
ぎ
る

と
心
臓
へ
の

負
担
と
な
り
ま

す
。
高
齢
者
や

心
臓
の
弱
い
人

に
は
、
半
身
浴

が
お
す
す
め
で

す
。
上
半
身
が

寒
い
よ
う
な
ら
、
肩
に
タ
オ
ル

を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
発
汗
を
考
慮
し
て
、
入
浴
前

に
、コ
ッ
プ
１
杯
の
お
水
を
飲

む
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
冬
場
の
一
番
湯
で

は
浴
室
が
寒
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
室
温
に
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
温
泉
の
効
能
に
は
及
び
ま
せ

ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
体
調
に
合

わ
せ
て
、
入
浴
の
効
果
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

★
１
食
あ
た
り

４
千
回

　
赤
米
、い
の
し

し
肉
、
魚
、く
り
、

く
る
み
、わ
か
め

―
こ
れ
は
、
弥
生

時
代
に
活
躍
し
た

卑
弥
呼
が
食
べ
て

い
た
と
さ
れ
る
食

事
内
容
で
す
。

　
神
奈
川
歯
科
大

学
の
研
究
に
よ
る

と
、
弥
生
時
代
の

食
事
で
は
、
１
回

の
食
事
ご
と
に
約

４
千
回
の
咀
嚼
が
必

要
で
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、

現
代
の
１
回
の
食

事
ご
と
に
か
け
る

咀
嚼
の
平
均
は
、
約

６
０
０
回
と
さ
れ
ま
す
。

　
栄
養
指
導
の
際
に
食
事
内
容
を

聞
く
と
、フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
菓

子
パ
ン
な
ど
口
あ
た
り
の
よ
い
メ

ニ
ュ
ー
が
よ
く
登
場
し
ま
す
。
　

　
日
々
忙
し
く
働
い
て
い
る
現
代

人
に
、弥
生
時
代
ほ
ど
の
咀
嚼
数

を
求
め
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、よ
く
噛
ま
ず
に
済
む
、

Ｑ
　
最
近
、
疲
れ
や
す
く
な
っ

て
、体
力
が
落
ち
た
な
ぁ
と
感
じ

て
い
て
…
。
さ
ら
に
昔
に
比
べ
て

風
邪
も
引
き
や
す
く
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
す
。
体
力
が
落

ち
る
と
風
邪
を
引
き
や
す
く
な
っ

た
り
し
ま
す
か
？ 

Ａ
　
は
い
。
体
力
の
低
下
と
風
邪

の
引
き
や
す
さ
に
は
関
連
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
関
連
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、ま
ず
「
体
力
」
と

は
何
か
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
体
力
と
聞
く
と
「
体
力
テ
ス

ト
」を
思
い
出
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
体
力
と
は
、い
く
つ

も
の
分
野
に
分
け
ら
れ
る
広
い
意

味
を
持
つ
言
葉
な
の
で
す
。

　
体
力
は
、大
き
く
分
け
る
と
身

体
的
要
素
と
、

精
神
的
要
素
の

２
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
身
体

的
要
素
は
、
行

動
体
力
と
、防
衛
体
力
に
分
類
さ

れ
ま
す
（
図
）。

　「
体
力
が
落
ち
た
」と
い
う
実
感

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、そ
れ
は
体

力
の
中
の
行
動
体
力
と
、防
衛
体

力
の
低
下
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
　
な
る
ほ
ど
…
。
で
は
、
体
力

を
つ
け
る
に
は
、ど
ん
な
こ
と
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？ 

Ａ
　
ま
ず
は
、か
ら
だ
を
動
か
す

機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で

ポ
イ
ン
ト
に
な
る

の
は
、
運
動
強
度

で
す
。

　
体
力
づ
く
り
の

た
め
の
運
動
強
度

は
、「
中
程
度
」で

１
日
20
～
60
分
程
度
、週
３
回
以

上
の
頻
度
で
長
期
的
に
継
続
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
適
度
な
運
動
は
、風
邪
や
そ
の

他
の
感
染
症
の

リ
ス
ク
を
減
少

さ
せ
ま
す
。し
か

し
、激
し
い
運
動

で
は
、か
え
っ
て

運
動
後
に
免
疫

力
が
低
下
し
、感

染
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
激
し
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
継
続

す
る
運
動
選
手

は
、一
般
の
人
よ

り
も
く
し
ゃ
み

や
鼻
水
な
ど
の

発
症
頻
度
が
高

く
、マ
ラ
ソ
ン
な

ど
の
競
技
後
に

は
、
５
～
７
割
程
度
の
選
手
に
風

邪
の
症
状
が
み
ら
れ
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　
強
度
を
上
げ
過
ぎ
ず
、ま
ず
は

軽
い
負
荷
の
運
動
か
ら
行
い
、少

し
ず
つ
慣
ら
し
て
い
き
、運
動
量

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
免
疫
力

ア
ッ
プ
や
関
節
へ
の
負
担
軽
減
な

ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
運
動
を
行
う
と
、か
ら
だ
の
熱

を
逃
が
し
に
く
く
な
り
、寒
さ
に

強
く
な
り
ま
す
。

　
寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
季
節
に
、

風
邪
を
引
き
に
く
い
か
ら
だ
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
現
代
人
の
食
事
１
回
あ
た
り

の
咀そ

嚼
し
ゃ
く数
が
減
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
弥
生
時
代
と
現
代

を
比
較
し
な
が
ら
咀
嚼
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

食
べ
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
を

無
意
識
に
選
ん
で
い
る
と
、咀
嚼

数
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

★
「
よ
く
噛
む
」で
一
石
八
鳥

　
咀
嚼
数
の
多
い
メ
ニ
ュ
ー
を
食

べ
て
い
た
と
さ
れ
る
卑
弥
呼
に

ち
な
ん
で
、日
本
咀
嚼
学
会
で
は

「
卑
弥
呼
の
歯
が
い
ー
ぜ
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
考
案
し

て
、咀
嚼
の
効
用
を
伝
え
て
い
ま

す
。

「
ひ
」肥
満
を
予
防
す
る
。

「
み
」味
覚
の
発
達
を
助
け
る
。

「
こ
」
言
葉
の
発
音
が
し
っ
か
り

す
る
。

「
の
」脳
の
発

達
を
促
す
。

「
は
」歯
の
病

気
を
予
防
す

る
。

「
が
」が
ん
を

予
防
す
る
。

「
い
」胃
腸
の
調
子
を
よ

く
す
る
。

「
ぜ
」全
身
の
体
力
向
上

　
最
近
で
は
、
歯
周
病

と
生
活
習
慣
病
の
関
連

性
も
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
硬
い
物

を
よ
く
噛
む
こ
と
で
歯

垢
が
歯
に
付
着
し
づ
ら

く
な
り
、

歯
周
病
予

防
に
も
な

り
ま
す
。

★
よ
く
噛

む
に
は

　
ま
ず
は

一
口
当
た

り
20
～
30

回
噛
む
こ

と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
、次
の
よ
う
な
工
夫
も

取
り
入
れ
る
と
、自
然
に
咀
嚼
数

が
増
え
て
く
る
の
で
お
す
す
め
で

す
。

①
食
物
繊
維
の
豊
富
な
野
菜
や
海

藻
、き
の
こ
類
を
選
ぶ
。

②
食
事
を
作
る
時
は
食
材
を
大
き

め
に
切
り
、柔
ら
か
く
煮
込
み
過

ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
一
口
に
入
れ
る
食
事
量
を
少
な

く
す
る
。

④
１
人
で
黙
々
と
食
べ
る
の
で

は
な
く
、仲
間
と
一
緒
に
食
事
を

し
、自
分
だ
け
早
く
食
べ
終
わ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
食
べ
物
を
飲
み
物
で
流
し
込
ま

な
い
よ
う
に
す
る
。

　
食
事
内
容
を
見
直
す
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
人
も
、ま
ず
は
よ
く

噛
む
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

体
力
を
つ
け
る
に
は

ど
う
す
る
？

●

運
動
相
談
Ｆ
Ａ
Ｑ
●

て
20
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
に
分
解

さ
れ
、
小
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
て

肝
臓
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
際
、
Ｐ
ｈ
ｅ
は
ア
ル
ブ

ミ
ン
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
合
成

に
使
用
さ
れ
る
と
共
に
、
Ｐ
ｈ

ｅ
水
酸
化
酵
素
（
Ｐ
Ａ
Ｈ
）に

よ
っ
て
チ
ロ
シ
ン
に
変
換
さ
れ

ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ
で
は
こ

の
酵
素
が
働
か
な
い
た
め
に
血

中
の
Ｐ
ｈ
ｅ
が
高
く
な
り
、
発

達
障
害
な
ど
の
症
状
が
生
後
数

カ
月
か
ら
出
現
し
、
治
療
し
な

け
れ
ば
症
状
は
重
症
化
し
ま

す
。

　
ヒ
ト
の
血
中
Ｐ
ｈ
ｅ
濃
度
は

２
mg
／
dl
（
１
２
０
μ
Ｍ
）
以

下
で
す
が
、
持
続
的
に
そ
れ
を

超
え
て
い
る
場
合
に
高
Ｐ
ｈ
ｅ

血
症
（
Ｈ
Ｐ
Ａ
）と
定
義
さ
れ

ま
す
。
持
続
的
な
Ｈ
Ｐ
Ａ
は
、

Ｐ
Ａ
Ｈ
の
異
常
に
よ
っ
て
も
、

Ｐ
ｈ
ｅ
の
分
解
に
必
要
な
補
酵

素
Ｂ
Ｈ
４
の
欠
乏
に
よ
っ
て
も

起
こ
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ａ
Ｈ
遺
伝
子
変
異
に
よ
る

Ｈ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
血
中
Ｐ

ｈ
ｅ
濃
度
が
16・５
mg
／
dl（
１

０
０
０
μ
Ｍ
）を
超
え
た
場
合

を
Ｐ
Ｋ
Ｕ
、そ
れ
以
下
の
場
合

を
ｎ
ｏ
ｎ
ー
Ｐ
Ｋ
Ｕ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　
今
日
に
至
る
ま
で
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ

及
び
ｎ
ｏ
ｎ
ー
Ｐ
Ｋ
Ｕ 

Ｈ
Ｐ
Ａ

に
対
す
る
有
効
な
治
療
法
は
、

Ｐ
ｈ
ｅ
摂
取
を
制
限
し
て
血
中

Ｐ
ｈ
ｅ
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
食

事
療
法
で
す
。

（
つ
づ
く
）

バ
リ
バ
リ
と

歯の喪失は
予防できる
歯の喪失は
予防できる

アイルランドコーク大学

西 真紀子歯科医師

人生の最後まで
おせんべいを
人生の最後まで
おせんべいを

バ
リ
バ
リ
と

7
歯周病への決め手は

バイオフィルムの管理

。

PSA、HbA1c、
マンモグラフィ、胸部ヘリカルCT…

阿部桜子
本会・保健師

山村昌代
本会・健康運動指導士

鶴田浩子
本会・管理栄養士

河合  忠

米
国
検
診
界
の

５
大
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
０
年

入浴で
肩こり改善

卑弥呼の
歯がいーぜ

●

医
師
の
コ
ラ
ム
●

● 保 健 師 の 体 験レ ポ ート ●

●「 歴 食 」今 も 昔 も ●

体力の分類

病原性と抵抗力のバランスが崩れると歯周病は進行する

病原性が上回っている
口の中の状態

（歯周病が進行しやすい）

抵抗力が上回っている
口の中の状態

（歯周病が進行しにくい）

抵抗力 病原性

抵抗力病原性

8
元気で
いきいき

シリーズ

元気で
いきいき

健康づくり・健康増進を支援するページ

アドバイザー　岡 惺治　
（健康管理コンサルタント）

8
シリーズ

Ｐ
Ｋ
Ｕ
の

生
涯
治
療

Ｐ
Ｋ
Ｕ
の

生
涯
治
療

食
事
療
法
の
重
要
性

大和田 操
本会・代謝病
研究部部長

１

バイオフィルムの成り立ち

病原性と抵抗力のバランスが崩れると歯周病は進行する

病原性が上回っている
口の中の状態

（歯周病が進行しやすい）

抵抗力が上回っている
口の中の状態

（歯周病が進行しにくい）

抵抗力 病原性

抵抗力病原性

　
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
（
Ｐ
Ｋ
Ｕ
）を
は
じ
め

と
す
る
先
天
性
代
謝
異
常
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
開
始
か
ら
35
年
余
り
。発
見
さ
れ
た
Ｐ

Ｋ
Ｕ
の
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
既
に
成
人
し
、

社
会
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
多
い
。
一
方
、
社
会

生
活
を
送
り
な
が
ら
、厳
格
な
食
事
療
法
を
い
か
に
継
続
し
て
い
く
か
と

い
っ
た
新
た
な
課
題
も
浮
上
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
検
査
や
診

断
、治
療
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
本
会
の
大
和
田
操
代
謝
病
研
究
部
部
長

が
、Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
生
涯
治
療
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

行動を起こす能力（筋力）
行動を持続する能力（筋持久力）
行動を調節する能力（調整力）

行動体力

身体的要素 物理化学的ストレス（寒冷、振動など）
に対する抵抗力

生物的ストレス（細菌、ウイルスなど）
に対する抵抗力

生理的ストレス（運動、疲労など）
に対する抵抗力

精神的ストレス（緊張、苦痛など）
に対する抵抗力

防衛体力

精神的要素

体力

中野昭一編『図説運動の仕組みと応用　普及版』医歯薬出版2001年を一部改編

1934年 PKUの報告（F ø lling）

1953年       PKUの酵素欠損（Jervice）
Phe制限食治療の開始（Bickel,et al）

1961年 スクリーニング法の開発（Guthrie）

1977年 日本における公費スクリーニング開始

1980年 特殊ミルク開発事業開始（厚生省）

2003年

1977～2002年までのスクリーニング
成績の報告（青木）

PKU319例、高Phe血症（HPA）187例
両者を合わせた頻度　１／58,217

フェニルケトン尿症（PKU）の歴史表

液相のフロー
浮遊細菌

付着細菌

固　体　表　面

浮遊細菌の定着　　　マイクロコロニー　　成熟したバイオフィルム　バイオフィルムからの細菌の放出
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古紙パルプ70％の再生紙を使用しています。

　
全
国
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る

児
童
虐
待
の
相
談
対
応
件
数
は

年
々
増
加
し
、
２
０
０
８
年
度
に

は
４
万
２
６
６
４
件
に
達
し
た
。

こ
れ
は
、統
計
を
取
り
は
じ
め
た

１
９
９
０
年
の
実
に
34
倍
と
い
う

数
字
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｘ

で
は
、
07
年
か

ら
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
医
療

者
や
工
学
系
研

究
者
ら
を
中
心

に
、「
犯
罪
か

ら
の
子
ど
も
の

安
全
」
虐
待
防

止
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
て

い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、虐
待
に

よ
る
傷
害
・
死
亡
と
不
慮
の
事
故

と
を
判
別
す
る
支
援
技
術
や
、虐

待
情
報
を
共
有
す
る
技
術
の
開

発
、
児
童
相
談
所
や
医
療
機
関
、

学
校
、警
察
な
ど
関
係
組
織
へ
の

方
、
保
健
指
導
や

健
康
教
育
技
術
の

変
遷
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
、
次
の

よ
う
に
述
べ
た
。

　「
本
事
業
は
軽
度
の
有
所
見
者

に
対
し
て
保
健
指
導
を
行
う
の

に
、よ
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

し
か
し
『
守
る
こ
と
』
と
『
努

め
る
こ
と
』『
望
ま
し
い
こ
と
』

が
区
別
さ
れ
ず
、ポ
イ
ン
ト
制

等
の
例
示
に
束
縛
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
本
当
に

必
要
な
保
健
指
導
の
実
践
が
大

切
だ
」。

　
講
演
終
了
後
の
討
論
で
は
、

参
加
者
を
交
え
た
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

指
導
を
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
。

事
業
者
と
保
険
者
と
の
分
担
と
連

携
に
よ
り
、事
業
者
が
本
来
実
施

す
べ
き
職
場
や
職
務
の
改
善
に
力

を
注
げ
る
か
ど
う
か
も
、本
事
業

の
今
後
の
課
題
だ
」と
述
べ
た
。

　
次
に
、東
京
工
科
大
学
産
業
保

健
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
の
飯
島
美

世
子
客
員
教
授
が
、「
保
健
指
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
本
当
に
必
要
か
」

と
題
し
、講
演
を
行
っ
た
。

　
飯
島
客
員
教
授
は
、現
場
か
ら

の
特
定
保
健
指
導
に
対
す
る
意

見
、
保
健
指
導
の
本
来
の
在
り

保
健
指
導
と
一
般
定
期
健
康
診

断
」と
題
し
、講
演
を
行
っ
た
。

　
堀
江
所
長
は
、職
場
に
お
け
る

健
康
管
理
担
当
者
の
対
応
や
産
業

保
健
と
特
定
健
診
等
と
の
調
整
と

連
携
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
た
上

で
、「
特
定
健
診
等
で
、こ
れ
ま
で

保
健
指
導
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

労
働
者
の
生
活
習
慣
が
改
善
す
る

の
か
が
課
題
」と
指
摘
し
た
。

　
さ
ら
に
「
安
衛
法
の
保
健
指
導

と
特
定
保
健
指
導
は
、別
々
の
制

度
で
あ
る
。
特
定
保
健
指
導
を
実

施
し
た
と
し
て
も
安
衛
法
の
保
健

　
保
健
指
導
・
健
診
部
会
（
主
催

 

・
健
康
開
発
科
学
研
究
会
）が
「
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の

制
度
を
検
証
す
る
」（
部
会
長
・
吉

田
勝
美
日
本
総
合
健
診
医
学
会
副

理
事
長
）と
題
し
て
、５
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
第
１
回

が「
労
働
安
全
衛
生
法
（
安
衛
法
）

と
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
」を
テ
ー
マ
に
、去
る
12
月
18
日
、

本
会
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
、産
業
医
科
大
学
産

業
生
態
科
学
研
究
所
の
堀
江
正
知

所
長
が
、「
特
定
健
康
診
査
・
特
定

情
報
提
供
、虐
待
の
早
期
発
見
と

適
切
な
対
応
が
可
能
な
地
域
社
会

シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
の
提
言
な

ど
、虐
待
防
止
に
向
け
た
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
概
要
報
告
や
情
報
交
換

を
目
的
に
開
催
。「
大
規
模
傷
害

デ
ー
タ
を
用
い
た
加
害
行
為
に
よ

る
外
傷
診
断
技
術
」「
乳
幼
児
揺

さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
に
お
け
る
眼
底

出
血
の
発
生
機
構
の
解
析
」「
歯

科
・
口
腔
か
ら
の
虐
待
発
見
・
予

防
ア
プ
ロ
ー
チ
」「
虐
待
の
情
報

の
問
題
点
と
そ
の
解
決
に
向
け

て
」「
虐
待
早
期
発
見
・
予
防
に
向

け
た
社
会
的
バ
リ
ア
分
析
」
な
ど

14
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
研
究
成

果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
の
う
ち
「
小
児
虐
待
対
応
の

地
域
連
携
の
取
り
組
み
」と
題
し

て
報
告
し
た
大
阪
市
東
住
吉
区
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
前
川
寿
子
保

健
副
主
幹
は
、大
阪
市
の
虐
待
対

応
シ
ス
テ
ム
構
築
の
経
緯
を
紹

介
。
虐
待
へ
の
気
づ
き
や
見
逃
し

防
止
、さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
の
円
滑
化
な
ど
を
目

的
に
開
発
し
た
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
」
活
用
の
実
際
、
虐
待
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
を
目
指

し
た
地
域
連
携
の
取
り
組
み
な
ど

を
報
告
し
た
。

　
山
中
龍
宏
チ
ー
ム
長
は
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
工
学
系
の

視
点
、
予
防
の
観
点
、コ
ス
ト
分

析
な
ど
多
様
な
分
野
に
よ
る
虐

待
防
止
に
向
け
た
研
究
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(http://www.cipec.jp/
ipert/jp/index.html

）
で

は
、情
報
提
供
も
行
っ
て
い
る
の

で
、
広
く
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

締
め
く
く
っ
た
。

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
深
刻

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
虐
待
は
、
後
遺
症
や
死

に
至
る
こ
と
も
多
く
、
早
期

発
見
に
よ
る
適
切
な
介
入
が

求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
虐
待

を
科
学
的
に
判
断
す
る
基
準

が
な
い
こ
と
や
、
関
係
組
織

間
の
連
携
不
足
な
ど
が
対
策

を
阻
む
要
因
と
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
中
、
科
学
技
術
振
興

機
構
・
社
会
技
術
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー（
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
）

に
よ
る
犯
罪
か
ら
の
子
ど
も

の
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
子

ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
ま
も

る
」（
座
長
・
山
中
龍
宏
産

業
技
術
総
合
研
究
所
チ
ー
ム

長
、
緑
園
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）が
、
去
る
12
月
9

日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
九

段
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
東
京
都
の
広
報
番
組
「
東
京
サ

イ
ト
」（
テ
レ
ビ
朝
日
）で
は
、
３

月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
の
女
性
の

健
康
週
間
に
先
駆
け
、
２
月
21
日

か
ら
25
日
ま
で
、「
女
性
の
健
康
」

を
放
映
す
る
。

　
そ
の
番
組
内
で
、
２
月
21
日
に

本
会
の
坂
佳
奈
子
が
ん
検
診
診
断

部
部
長
が
乳
が
ん
に
つ
い
て
、
２

月
23
日
に
長
谷
川
壽
彦
検
査
研
究

セ
ン
タ
ー
長
が
子
宮
頸
が
ん
に
つ

い
て
解
説
す
る
予
定
。

　
第
２
３
６
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
３
月
23
日
（
水
）
14
時
か
ら

16
時
ま
で
、
東
京
・
千
代
田
区
の

「
星
陵
会
館
」で
開
か
れ
る
。

　「
拡
が
る
職
場
不
適
応
３
」
を
テ

ー
マ
に
、筑
波
大
学
大
学
院
産
業

精
神
医
学
教
室
の
松
崎
一
葉
教
授

が
講
演
す
る
。

　
司
会
は
松
翁
会
診
療
所
の
江
　

良
晴
所
長
。

　
会
場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、
地

下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会
議

事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂
見

附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内
の

と
こ
ろ
。

　
当
日
会
場
受
付
で
参
加
費
２
千

円
を
支
払
え
ば
、ど
な
た
で
も
入

場
で
き
ま
す
。

　
定
員
先
着
４
０
０
人
。

●
中
国
・
国
家
人
口
計
画
生
育
委

員
会
訪
日
団
が
本
会
を
視
察

　
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
は
、

日
本
の
人
口
、
母
子
・
地
域
保
健

活
動
な
ど
の
見
学
を
目
的
と
し
た

中
国
・
国
家
人
口
計
画
生
育
委
員

会
訪
日
団
23
人
を
受
け
入
れ
た
。

そ
の
一
行
が
12
月
10
日
、本
会
の

施
設
や
事
業
を
視
察
し
た
。

●
ケ
ニ
ア
・
ニ
ャ
ン
ザ
州
保
健
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
修
員
が
本
会
で
研
修

　
国
際
協
力
機
構
は
、日
本
の
地

域
保
健
行
政
な
ど
に
つ
い
て
の
研

修
を
目
的
と
し
た
ケ
ニ
ア
・
ニ
ャ

ン
ザ
州
保
健
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
修
員
４
人
を

受
け
入
れ
た
。
そ
の
一
行
が
12
月

13
日
、本
会
を
訪
れ
、地
域
保
健
、

母
子
保
健
事
業
な
ど
に
つ
い
て
研

修
し
た
。

早
期
発
見
と
適
切
な
対
応
に
向
け

技
術
開
発
や
地
域
連
携
が
急
務

テ
レ
ビ
朝
日
「
東
京
サ
イ
ト
」

女
性
の
健
康

２
月
21
日
（
月
）～
25
日（
金
）

13
時
55
分
～
13
時
59
分

放
映
予
定

第
２
３
６
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

拡
が
る
職
場
不
適
応
３

３
月
23
日（
水
）14
～
16
時

東
京
・
千
代
田
区
「
星
陵
会
館
」

田代眞人 監修／岡田晴恵 著

毒性別
新型インフルエンザ対策
完全マニュアル

第
１
回
保
健
指
導
・
健
診
部
会
が
開
催

健
康
開
発
科
学
研
究
会

第
１
回
保
健
指
導
・
健
診
部
会
が
開
催

健
康
開
発
科
学
研
究
会

犯罪からの子どもの安全シンポジウム

子どもたちを虐待からまもる
犯罪からの子どもの安全シンポジウム

子どもたちを虐待からまもる

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
新
型
）

Ｈ
１
Ｎ
１
型
の
発
生
か
ら
、ま
も

な
く
２
年
。
田
代
眞
人
国
立
感
染

症
研
究
所
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
は
、巻
頭

言
で
「
Ｈ
１
Ｎ
１
型
新
型
の
流
行

以
来
、本
来
危
惧
さ
れ
て
い
た
Ｈ

５
Ｎ
１
型
強
毒
性
新
型
へ
の
対
策

の
ほ
と
ん
ど
が
頓
挫
、停
滞
し
て

い
る
」「
今
こ
そ
、Ｈ
５
Ｎ
１
型
対

策
を
再
開
、
強
化
せ
ね
ば
、そ
の

発
生
に
間
に
合
わ
な
い
事
態
と

な
ろ
う
」と
警
鐘
し
、「
こ
れ
は
危

機
管
理
、安
全
保
障
の
問
題
で
あ

り
、そ
の
脅
威
が
続
く
以
上
、
国

民
の
生
命
と
社
会
の
維
持
の
た
め

に
ど
う
し
て
も
な
さ
ね
ば
な
ら
な

い
施
策
で
あ
る
」と
訴
え
る
。

　
本
書
は
、「
重
症
度
別
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
」「
今
、な
ぜ
Ｈ
５
対
策
が
必

須
な
の
か
」「
強
毒
型
か
ら
弱

毒
型
ま
で
の
新
型
の
取
り
組
み

お
よ
び
最
新
情
報
」「
感
染
予

防
対
策
」の
４
章
か
ら
な
る
。

　
第
１
章
に
は
、
感
染
拡
大
や

被
害
想
定
が
毒
性
（
病
原
性
）

別
に
示
さ
れ
、
個
人
や
社
会
へ

の
影
響
度
の
違
い
、
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
３
章
で
は
産
業
医

か
ら
の
提
言
や
、
物
流
業
界
の

対
策
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

参
考
に
な
る
。
副
題
に
「
強
毒

型
か
ら
弱
毒
型
ま
で
の
個
別
対

策
の
ポ
イ
ン
ト
＆
運
用

ガ
イ
ド
」
と
あ
る
よ
う

に
、
今
後
の
新
型
対
策

を
進
め
る
上
で
必
携
の

一
冊
で
あ
る
。

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

１
５
０
０
円
＋
税
）


